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を明らかにすることである(仁田 1997, p. 9)。さらに、日本語の記述文法に関
して述べると、｢日本語の具体的な表現を観察することにより、表現の形式


















に分けられ(加藤 2006, p. 110)、用法によってさらに細分される。中でも条件














































 ｢コーパス｣という語は英語の corpus に由来し、これはさらにラテン語 corpus
｢体｣(発音はコルプス)に発する。この語は文字通りの意味から転じて、比較的早








は 100 万語単位の単語を含むブラウンコーパス(Brown Corpus; the Brown 
University Corpus of American English)が作られるに至った。 











成したイギリスの British National Corpus(BNC)やコリンズ社の辞書編纂に利






































































ゴリーを類型化したものを図示すると、以下の図 3-1 のようになる。 



































































































 第 3 章では、本研究で使用する調査資料と方法について述べる。国立国語
研究所が中心となり、10 年間に渡って構築した大規模日本語コーパスについ
て概観し、本研究で用いる対象ジャンルと検索手法について述べる。 
 第 4 章で調査する｢ていねいさのモダリティ｣とは、聞き手に対する丁寧さ
のことであり、述語の無標の形式で表す｢普通体｣と｢です、ます｣で表される
｢丁寧体2｣のことを示す。｢ので｣は待遇的な機能を持っており、｢から｣に比
べて｢丁寧体｣と共起されやすいと言われている(永野 1952, 横森・下村 1989)。
このような観点から BCCWJ の｢新聞｣｢雑誌｣｢Yahoo!知恵袋｣｢Yahoo!ブログ｣
での実際の使用頻度を調査し、丁寧さを表す文体が｢から｣｢ので｣の使い分け






















































 この 2 つの説のうち、｢ので｣の発生史的には前者の二語説のほうが認めら
れている。｢ので｣の定着については原口(1971)の研究がある。これによると、
｢ので｣は元禄期(1600 年代後半)の文章に見られはじめ、明治 10 年代(1877
年)には十分な定着を見るに至っている。 
 このように、｢から｣と｢ので｣はおよそ 1700 年ごろから接続助詞として使
われていた。両者の使用状況に関して吉井(1977)の現代東京語の条件表現形
式の調査によると、｢から｣は 1760 年頃から条件表現形式の中心となった一
方で、｢ので｣は 1800 年前後から散見されはじめ、1850 年代には接続助詞の


























































































































































































































































                                                 
5 http://www.ninjal.ac.jp/kotonoha/news/2011/ 















(山崎 2011, p. 12) 
 
 このような方針を掲げて構築された BCCWJ には、書籍全般、雑誌全般、
新聞、白書、ブログ、ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにまたが





｢日本語｣という語は｢日本＋語｣の 2 語としてみることも可能であり、 全体
で 1 つの語としてみることも可能である。このような 2 つの解釈を考慮し、
BCCWJ では｢短単位｣と｢長単位｣という 2 種類の言語単位を用いて形態素解
析が施されている。BCCWJ における｢短単位(short unit word)｣とは、意味を
持つ最小の単位が 1 回結合した単位を示す。また、｢長単位(long unit word)｣
とは、短単位を組み上げたもので文節から付属語を取り除いた部分に相当す
るものを示す。具体的には以下のようである。 
                                                 
7 Extensible Markup Language の略語であり、文書やデータなどの意味や構造を記述する
ためのマークアップ言語の 1 つである。BCCWJ における XML による文書構造の記述
に関しては国立国語研究所コーパス開発センターのホームページを参照されたい。 




(1) a. 短単位：|日本|語|を|研究|し|て|いる 
 b. 長単位：|日本語|を|研究し|ている 
(小木曽他 2011, p. 43) 
 









可能になる8。図 3-1 は BCCWJ の WEB 検索ツールを用いた検索結果から得
られる形態素分析の画面である。 











                                                 
8 UniDic は Ver.2.x 以降、完全なフリーソフトウェアとなっている。 





図 3-1 前後文脈の形態論情報表示(長単位の場合) 
 





 固定長サンプルとは、1 つのサンプルの長さを 1,000 字としたものである。
1,000 字には句読点などの記号類は含まない。これに対し、可変長サンプル













図 3-2 ｢小納言｣の検索画面(ホームページ) 
 











 一方で、｢中納言｣は、短単位・長単位・文字列の 3 つの方法によってコー
パスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索を行うことができる。
                                                 
























3.1.2 BCCWJ のサブコーパス 











表 3-1 BCCWJ の構成10 
サブコーパス(Sub Corpus) 媒体(Register) サンプル数(個) 語数(万語)




流通実態 図書館 SC 書籍 11,242 3,005
















 表 3-1 は BCCWJ の 3 つのサブコーパスと各母集団に属する媒体ごとに分
け、これらの長単位構成の詳細を示したものである。各媒体は代表性を有す
                                                 
10 山崎他(2011, p. 150)によるものであり、今後著作権処理の問題で変動の可能性はある。










 まず、図書館サブコーパスの｢書籍｣は、1986 年から 2005 年までの 20 年間
に発行された書籍のうち、東京都内の 13 自治体以上で共通に所蔵されてい
る 335,721 冊を選定したものである。また、非母集団サブコーパスの｢ベスト




 次に、特定目的サブコーパスの中では調査対象とした媒体の他の 5 つの媒
体について、以下のような理由で対象資料から除外した。｢教科書｣は、小・
中・高校の各学習指導要領に基づき、2005 年度から 2007 年度に実際に使用
された検定教科書が対象になっている。しかし、出現用例のほとんどが数学
と科学の数式の説明であるため、調査対象から除外した。｢広報紙｣は、全国




た。最後に、｢法律｣は 1976 年から 2005 年までの 30 年間に公布され、2009





 上記に示した表 3-1 の中から本研究で研究対象とするサブコーパスについ
て、その詳細と選定理由について述べる。 


































されている。｢Yahoo!知恵袋｣の 1 つのサンプルは 1 つの質問とそれに対する
ベストアンサーからなっており、15 個のカテゴリー、82 個の中カテゴリー、
279 個の小カテゴリで構成されている。｢Yahoo!ブログ｣は各記事を 15 個のカ
テゴリー、54 個の中カテゴリー、316 個の小カテゴリーで構成されており、
これらは｢Yahoo!知恵袋｣のカテゴリーとは別のものである。｢国会会議録｣は
1976 年から 2005 年までの 30 年間の国会会議録である。国立国会図書館より
提供された第 77 国会から 163 回国会まで開かれた 32、986 会議の会議録デ
ータの中から、約 500 万語分に相当する 159 会議を抽出したものである。 
 以上のように、各媒体によって母集団選定の趣旨が異なっており、それぞ
れの媒体が現代日本語を代表できるように集められた資料の種類であるとい

















                                                 
































                                                 




 (2) ｢から｣- 
キー: (語彙素 = "から" AND 品詞 = "助詞-接続助詞") IN (registerName="出版・新聞" 
AND core="true") OR (registerName="出版・新聞" AND core="false") WITH OPTIONS 
unit="2" AND tglWords="10" AND limitToSelfSentence="0" AND endOfLine="CRLF" 











キー: (語彙素 = "のだ" AND 活用形 = "連用形-一般") IN (registerName="出版・新聞" 
AND core="true") OR (registerName="出版・新聞" AND core="false") WITH OPTIONS 
unit="2" AND tglWords="10" AND limitToSelfSentence="0" AND endOfLine="CRLF" 












図 3-5 ｢中納言｣と KWIC 形式による検索結果表示(一部分) 
 
 ｢中納言｣に、(2)と(3)の検索式を適用して調べた結果は、図 3-5 のように
KWIC 形式で得られる。図 3-5 の上半分はキーを｢から｣にした場合の前後文
脈とコーパス情報及び出典情報であり、下のメモ帳の部分は｢中納言｣の検索





行い、以下に示す｢から｣｢ので｣の用法の 4 点を本研究の対象外とした。 
  









を行い、上記に相当するものを排除した。以下の表 3-2 は、3.1.2 節の表 3-1
に示した BCCWJ の総語数から上記の 4 つの除外対象を除く作業の結果をま
とめたものである。本研究の分析対象となるのは、BCCWJ の 7 つの媒体と
それに収録されている接続助詞としての｢から｣42,435 件、｢ので｣91,733 件で
ある。このような両者のデータ数のジャンル別分布を図 3-6 に示した。 
 
 
表 3-2 BCCWJ における｢から｣｢ので｣の出現件数 
媒体(レジスター) から ので 合計 
出版 
ＳＣ 
書籍 14,307 21,415 35,722 
雑誌 2,941 4,294 7,235 
新聞 238 400 638 
非母集団
ＳＣ 
白書 91 546 637 
Yahoo!知恵袋 9,867 35,039 44,906 
Yahoo!ブログ 9,177 22,714 31,891 
国会会議録 5,814 7,325 13,139 









前後 50 語以内にまとまる 1 つの文を 1 としてカウントした数字である。表
3-2 をはじめ、次の 4 章以降の調査結果で示す数字は件数であり、すべての
統計結果も件数を基準とする。そして、媒体、レジスターのことを本論文で
は便宜的に｢ジャンル｣と呼ぶことにする。 





























































(1) a. 聞いておりませんから、わかりかねます。 
 b. 聞いておりませんので、わかりかねます。              





(2) a. 今日はクラス会があるので、早退させて下さい。 
 b. 大変危険ですので窓から手をださないで下さい。 








(3) a. 危険なので、お手を触れないでください。 
 b. 危ないから、あっちへ行け。 
 
(4) a. 用事がありますので、先に帰ります。 
 b. 忙しいから、帰るよ。              

















































(5) a. 用事がありますから、5 時に出かけてきます。 
 b. 用事がありますので、5 時に出かけてきます。 
 
(6) a. 用事があるから、5 時に出かけてくる。 































(7) a. 寒いですから、熱いコーヒーを飲んでいます。 
































 本章の調査対象は BCCWJ の｢新聞｣｢雑誌｣と｢Yahoo!知恵袋｣｢Yahoo!ブロ
グ｣の 4 つのジャンルである。各ジャンルの詳細は 3.1.3 節に述べた通りであ
る。 
 BCCWJ の出版サブコーパスには 2001 年から 2005 年の間に日本国内で発

















(9) かけこみ乗車は a. 危険ダカラ  やめましょう。 (低) 
    b. 危険ナノで          (中) 
    c. 危険デスカラ         (中) 
    d. 危険デスノデ         (高) 







(10) a. 丁寧体 から/ので、丁寧体 (丁 から/ので 丁) 
 例) 今日は寒いですから/ので、手袋が必要です。 
  
 b. 普通体 から/ので、丁寧体 (普 から/ので 丁) 
 例) 今日は寒いから/ので、手袋が必要です。     
 
 c. 丁寧体 から/ので、普通体 (丁 から/ので 普) 




 d. 普通体 から/ので、普通体 (普 から/ので 普) 






除外としない。3.2.2 節の表 3-2 に示した｢新聞｣｢雑誌｣｢Yahoo!知恵袋｣
｢Yahoo!ブログ｣の 4 つのジャンルに対し、上記の(10)に指定した｢から｣｢の
で｣の 4 つの文体の使用傾向を調査する。具体的な調査方法は次節で述べる。 
 




す表 4-1 は、丁寧体と普通体についての詳細をまとめたものである。 
 
















図 4-1. ｢中納言｣の検索例(一部分) 
 
 本章では、表 4-1 に示した各活用形を用い、｢丁寧体｣と｢普通体｣を分け、
前方共起の条件を各活用形に指定し、形式ごとに検索を行った。この検索条
件を｢中納言｣に適用した場合の実例を図 4-1 に示す。 



























について、コーパスの研究では一般的に｢100 万語あたり(per million word; 
                                                 
15 本論文で示す調整頻度は、石川慎一郎・前田忠彦・山崎誠(2010)『言語研究のための











 出現総数のセルには 4 つのジャンルにおける文体それぞれの出現件数を合
わせて表示し、その下の割合のセルは 4 つのジャンルの｢から｣｢ので｣の総件













 一番目に、4 つのジャンルから検索された｢から｣は総出現数 22,223 件、









から、普｣の文体であり、総出現数 10,877 件、1,000 件当たり 836.4 回使用さ
れた。これは、｢から｣が用いられた文体の中で圧倒的に多い使用が見られ、
全体の 12.85%を占めている。一方で、最も使用が少ない｢から｣の文体は｢丁 
から、普｣で総出現数 439 件、1,000 件当たり 27.7 回の使用であった。 
 三番目に、｢ので｣の使用に関して、｢ので｣の使用頻度が最も高い文体は









































 表 4-2 の結果から各ジャンルにおける｢から｣と｢ので｣の使用傾向を述べて
いく。 
 まず、｢新聞｣｢雑誌｣では｢普 から、普｣、｢普 ので、普｣｢普 ので、丁｣


























































































                                                 
16 括弧内の数字は BCCWJ のサンプル ID を示す。最初の 2 文字はジャンル(PN: 新聞、 



































であり、10,877 件、1,000 件あたり 836.4 回使われ、全体の 12.85%を占めて
いる。二番目に使用が多い文体は、｢普通体＋丁寧体｣であり、5,973 件、




















いる。｢雑誌｣における｢丁 から、丁｣の使用は 448 件、1,000 件あたり 61.92
回使用され、｢丁 ので、丁｣より 2 倍ほど使用頻度が高かった(χ2(1)= 














































頻度は、他の 3 種の文体に比べ｢普 から、普｣の文体に大きく偏っており、
この文体が｢から｣が使用される典型的な文体であることが明らかになった。 


































































































(1) a. 山に近いので昼間はひどく暑いが、     (永野 1952, p. 36) 




















(2) a. 当地は海岸に近いので健康によい。 
 b. 当地は海岸に近いから健康によい。      































































の 5 つのグループにまとめている。第 1 類は｢条件｣の表現、第 2 類は｢不確
かなことを表す｣表現、第 3 類は｢疑問｣と｢確認｣を表す表現、第 4 類は｢意























 次のページに示す表 5-1 と表 5-2 は、BCCWJ の出版サブコーパス｢書籍｣に
おいて接続助詞として使われた｢から｣複文 14,307 件、｢ので｣複文 21,415 件
の中から前件末にモダリティ表現が使用された文の出現数を最も多い順から





 表 5-1 から分かるように、出版サブコーパスの｢書籍｣に出現する｢から｣複
文 14,307 件中、前件末にモダリティ表現が用いられた文は 1,219 件であった。
｢から｣複文全体において｢モダリティ表現＋から｣の形式は 1,000 件あたり
85.20 回の頻度で用いられている。 
 一方、表 5-2 に見られるように｢ので｣は、｢書籍｣における｢ので｣複文
21,415 件中、モダリティ表現と共起される文は 914 件使われ、1,000 件当た































1 わけだ 366 300.25 24 すればいい 7 5.74 
2 だという 147 120.59 25 しなくてはならない 6 4.92 
3 わけではない 59 48.40
26
してはいけない 5 4.10 
4 たい 58 47.58 と思われる 5 4.10 
5 はずだ 56 45.94 しそうにもない 5 4.10 
6 ようだ 47 38.56 27 みたいだ 4 3.28 
7 と思っている 39 31.99
28
しないといけない 3 2.46 
8 そうだ(伝聞) 36 29.53 しなくちゃいけない 3 2.46 
9 と思う 35 28.71 かもわからない 3 2.46 
10 しそうだ 34 27.89
29
しかねない 2 1.64 
11 しようとする 32 26.25 に違いない 2 1.64 
12 ということだ 31 25.43 てほしい 2 1.64 
13 することだ 29 23.79
30
するべきだ 2 1.64 
14 してもいい 28 22.97 するつもりはない 1 1.09 
15 かもしれない 27 22.15 しちゃいけない 1 1.09 
16 たくない 26 21.33 方がいい 1 1.09 
17 らしい 18 14.77 しないつもりだ 1 1.09 
18 
しなくてもいい 15 12.31 するべきではない 1 1.09 
しなければならない 15 12.31 するほかない 1 1.09 
19 って言う 14 11.48 ってことだ 1 1.09 
20 するといけない 12 9.84 せざるをえない 1 1.09 
21 するつもりだ 11 9.02 とのことだ 1 1.09 
22 
わけにはいかない 9 7.38 って思う 1 1.09 
しなければいけない 9 7.38 てほしくない 1 1.09 
23 せねばならない 7 5.74 総出現数 1,219 85.20
63 
 
















1 たい 94 102.96
23
せざるを得ない 7 7.66 
2 と思う 87 95.29 しないといけない 7 7.66 
3 わけではない 83 90.91 っていう 7 7.66 
4 しなければならない 82 89.81 してはいけない 7 7.66 
5 しそうだ 57 62.43 24 するつもりだ 6 6.56 
6 だという 54 59.15
25
するといけない 5 5.47 
7 ようだ 44 48.19 しなくてもいい 5 5.47 
8 と思っている 36 39.43 そうだ(伝聞) 5 5.47 
9 しようとする 35 38.34 とのことだ 5 5.47 
10 たくない 30 32.86 てほしい 5 5.47 
11 と思われる 29 31.76 しそうに(も)ない 5 5.47 
12 わけにはいかない 29 31.76 みたいだ 5 5.47 
13 ということだ 29 31.76
26
方がいい 4 4.38 
14 すればいい 23 25.19 に違いない 4 4.38 
15 かもしれない 23 25.19 27 せねばならない 2 2.19 
16 はずだ 18 19.72
28
しないとならない 1 1.09 
17 することだ 15 16.43 しなくちゃならない 1 1.09 
18 らしい 14 15.32 してはならない 1 1.09 
19 しかねない 11 12.04 するべきだ 1 1.09 
20 してもいい 10 10.94 するつもりはない 1 1.09 
21 わけだ 9 9.85 しない方がいい 1 1.09 
22 
しなければいけない 8 8.75 したつもりだ 1 1.09 












































 次のページに示す表 5-3 は、｢から｣｢ので｣と共起するモダリティ表現を機
能別にグループ化したものである。 
 表 5-3 では、5.4.1 節で示した表 5-1 と 5-2 のモダリティ共起形式を機能に
よって分類し、同じグループに属する表現の出現件数をまとめて表示した。
また、出現件数の下の括弧の中には｢から｣｢ので｣のそれぞれの総出現件数で
ある 1,219 件と 914 件において、各グループが占める割合を表示した。表 5-
3 の第 3 類に属するものは複文の前件には接続され難いため、本調査では対
象外とした。さらに、森山･安達(1996)では｢たい｣｢たくない｣について言及は
なかったが、加藤(2006)では希求を表すモダリティ助動詞として分類してあ
るため第 4 類に含めた。 













表 5-3 機能別モダリティ表現の｢から｣｢ので｣選好傾向 
区
分 


















してもいい  しなくてもいい  







するべきだ   するべきではない 
























かもしれない   かもわからない  
と思う  しかねない  に違いないっ









はずだ  ようだ  みたいだ  








わけだ わけである わけではない 
だという っていう ということだ 











































てほしい てほしくない 3 (0.25) 
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(0.55) 
























対値が 1.96 以上であれば有意に貢献していると言える18。 




要求｣｢許可｣、｢伝え聞き｣｢義務｣の 3 つのグループに分けられる。 
 
 
                                                 





表 5-4 モダリティ表現と｢から｣｢ので｣の使用詳細 
   分類 
機能 
から ので 合計 調整済み残差 

















































































合計 1219 914 2,133  
































































                                                 













































































































































































(永野 1952, p. 37) 
 





 ちょっと訊いてみることにしよう。   
(永野 1952, p. 37) 
 
 b. ?? 社長もあさって頃は帰って来るだろうので、社長の意見も











る事項の 1 つとすると記述されている。以下の(3)はその例である。 
 
(3) a. 明日は晴れるだろうから洗濯をした。  
(類語例解辞典 1997, p. 1124) 
 


































































 そして、｢Yahoo!ブログ｣｢Yahoo!知恵袋｣については 4.3.1 節の記述の通り、































 以上の 5 つの表現を先行研究に従いそれぞれの性質によって整理したもの




表 6-1 推量表現の性質分類 

























その詳細を表 6-2 に示す。 



































を分析データとした。図 6-1 に示した 11 件の検索結果から接続助詞として
使われていない例を除くと、サンプル ID｢OC09_11918｣｢OC05_00628｣










 表 6-3 は｢から｣｢ので｣に前接する各表現形式の出現数を示したものである。
各推量表現の出現数は延べ語数で数え、「丁寧形｣「過去形｣の出現数を｢辞
書形｣にまとめて示した。本調査では、｢だろうので｣｢でしょうので｣も調査
したが、すべてのジャンル及び形式において出現数が 0 であったため表 6-3
には示してない。以下からは、｢だろう｣｢でしょう｣の形式を除いた結果につ
いて論じることにする。 









表 6-3 表現別｢から｣｢ので｣の使用数 
    区分 
 
表現 
から ので 合計 調整済み残差 
(1,000 件あたり調整頻度) 



































































χ2 値 χ2(4)= 102.750, p< .001 
 
 ｢から｣と｢ので｣の総出現数にカイ二乗検定を施した結果、各推量表現と











分析の 5%水準の有意差 1.96 を基準に｢ので｣と推量表現の共起に着目すると、
｢らしいので｣｢ようなので｣、｢かもしれないので｣｢みたいなので｣、｢はずな
ので｣という 3 つのグループが見出される。この 3 つのグループは各ジャン
ルにおける各推量表現と｢ので｣の関連性が高い順から低い順を表す。 



































6.4.2 BCCWJ のジャンルにおける使用傾向 
 ｢から｣｢ので｣と推量表現の共起は、BCCWJ のジャンルにおいてどのよう
な使用傾向が見られるかを調べるために、調査対象である BCCWJ の 4 つの
ジャンル別に細分した。その結果をまとめたものが以下の表 6-4 である。 








意差が確認された(順にχ2(4)= 10.106, p< .05; χ2(4)= 11.207, p< .05; χ2(4)= 








表 6-4 ジャンル別｢から｣｢ので｣の使用文体分布 
ジャンル 
表現  
国会会議録 書籍 Yahoo!ブログ Yahoo!知恵袋 




























































































54 12 154 101 109 409 146 702 
χ2値 10.106* 11.207* 43.244*** 60.973*** 
Cramer's 
V 
0.391 0.210 0.289 0.268 






























                                                 
20 絶対値の基準は各分野によって異なるが、一般的にはクロス集計表における 2 方向




←関連が弱い     関連が強い→
2 .10 .30 .50 
3 .07 .21 .35 
4 .06 .17 .29 



























































 b. 病気に強いピーマンに、赤や黄色のパプリカを接木します。 
                                                 
21 OM は、媒体である｢国会会議録｣を示し、その横も数字は BCCWJ におけるサンプル































































(8) a. 「つまり、アリバイありってわけね」 





















































































































































































された BCCWJ に収録された 7 つのジャンルを調査し、その中から接続助詞















































































































 以上のように、BCCWJ を用いた本研究の 4,5,6 章の考察の結果を基に、現
代日本語における接続助詞｢から｣と｢ので｣の使い分けに関する相違点と使用































傾向を表 7-1 にまとめた。 
 
表 7-1 前件接続形式別｢から｣｢ので｣の使用傾向 
 から ので 
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 博士論文を書き上げられたことに対して、これまでお世話になった全ての
方々に改めて謝意を表します。 
 最後に、妻として、嫁として、娘として何も孝行することができなかった
私の院生生活を支えてくれた夫、夫の実家の家族、私の両親、祖母、兄姉に
感謝したいと思います。今まで支えてくれた家族の支援のお陰で私はここま
で来ることができました。本当にありがとうございます。 
李 惠正 
